
（別紙３）

～ 2026年2月7日

（対象者数） １４名 （回答者数） １１名

～ 2026年1月31日

（対象者数） ９名 （回答者数） ７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

言語訓練の場面だけでなく、ぺクスを丁寧に使えるようにし

ていく場面を作っていけるよう努力します。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

同法人が市内で実施している親子通所の児童発達支援事業と

事業を統合して、様々なニーズに随時対応できるようにして

いきます。

2

3

療育室のスペースが大きなワンフロアなため、個室での個別対

応には会議室などを借りて言語訓練をおこなったり、相談に対

応する時も会議室を借りたりして行っており、融通がききづら

い。

療育室の構造的な問題

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

お子さんの意思を伝えるすべを持つこと、育てることを丁寧に

行っています。

ことばの表出の有無にとらわれず、必要なお子さんにはぺクス

を使用し、個別の言語訓練で使い方を習い、集団の場面で汎化

するように取り組んでいます。

○事業所名 がまごおり・こどもデイサービス

○保護者評価実施期間
2026年1月21日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年1月21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


